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　第１回種苗対策委員会を開催  ４
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　みんなでやるぞ内水面事業の現地調査・総合評価検討委員会
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にこ淵：「仁淀ブルー」で有名な高知県の仁淀川支流・枝川川にある滝つぼ 
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　「改訂新版
　　イワナをもっと増やしたい！」

中村　智幸 (著)

イワナや渓流釣り好き必読！2007年に出版された本
の改訂版で新章を複数追加。イワナの生態、増殖方法、
保全方法、釣り人が喜ぶ釣りのルール、魚が増える釣り
のルール、漁協の遊漁料収入が増える釣り場作りなど
を紹介。渓流釣りに関する法律や規則も解説。
本体：1,500円+税10％　定価1,650円　　
240頁　2025年11月20日発売

問い合わせ先：有限会社 フライの雑誌社
東京都日野市西平山2-14-75

　「シジミ漁業の現状と課題
-漁場からの報告-」　

中村　幹雄 (編著)

2000年に出版された中村幹雄編著『日本のシジミ漁
業』の改定版として、新たな知見と最新の状況を加えて
再構成したものです。

本体6,800円+税10％　定価7,480円

問い合わせ先：日本シジミ研究所
島根県松江市玉湯町林1280-1

電話：0852-62-8956

https://yamatoshijimi.com/
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（一社）北海道内水面漁業連合会
青 森 県 養 鱒 協 会
岩手県内水面養殖漁業協同組合
宮 城 県 養 鱒 組 合
福 島 県 養 鱒 技 術 研 究 会
栃 木 県 養 殖 漁 業 協 同 組 合
群 馬 県 養 鱒 漁 業 協 同 組 合
新 潟 県 に じ ま す 組 合
長 野 県 養 殖 漁 業 協 同 組 合
信 州 虹 鱒 養 殖 漁 業 協 同 組 合
山 梨 県 養 殖 漁 業 協 同 組 合
富 士 養 鱒 漁 業 協 同 組 合
愛 知 県 淡 水 養 殖 漁 業 協 同 組 合
岐 阜 県 池 中 養 殖 漁 業 協 同 組 合
滋 賀 県 淡 水 養 殖 漁 業 協 同 組 合
鳥 取 県 養 鱒 連 絡 協 議 会
広 島 県 マ ス 類 生 産 者 会
南 九 州 養 鱒 連 合 会
み や ぎ 銀 ざ け 振 興 協 議 会 URL: http://www.zenmasu.com/

日
光
事
業
運
営
委
員
会

令
和
８
年
１
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
丸
石
ビ
ル
に
お

い
て
、
標
記
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、
湊
屋
啓
二
委

員
（
秋
田
県
）・
松
元
平
吉
委
員
（
群
馬
県
）・
米
村
義
信
委
員

（
山
口
県
）、全
内
事
務
局
か
ら
中
奥
龍
也
専
務
理
事
、遠
藤
祐
二

日
光
支
所
長
他
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。始
め
に
、全
内
役
員
改

選
に
よ
り
委
員
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
長
に
松
元
委

員
を
選
出
し
、
中
奥
専
務
理
事
よ
り
、
日
光
事
業
を
め
ぐ
る
諸

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
今
後
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

日
光
事
業
の
運
営
面
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
収
支
改
善
を
図

る
た
め
の
釣
魚
料
金
の
改
定
な
ど
、
委
員
か
ら
様
々
な
改
善
策

が
提
起
さ
れ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
事
務
局
で
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
・
長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、湯
ノ
湖
・
湯
川
の

歴
史
的
な
経
緯
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
水
産
庁
お
よ

び
水
研
機
構
と
緊
密
に
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

当
面
、
３
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
湯
ノ
湖
・
湯
川
調
査
研
究

推
進
協
議
会
に
向
け
て
、
釣
魚
料
金
の
改
定
案
を
検
討
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

湯
ノ
湖
・
湯
川
調
査
研
究
推
進
協
議
会

こ
の
協
議
会
は
、年
に
１
回
開
催
し
、水
産
庁
が
所
管
す
る
湯

ノ
湖
・
湯
川
に
お
い
て
各
機
関
が
行
っ
た
調
査
結
果
や
、
全
内

が
行
っ
た
釣
り
場
管
理
の
状
況
を
国
・
県
・
市
の
関
係
機
関
と

地
元
自
治
会
や
関
係
者
に
報
告
し
、
今
後
の
利
用
方
法
等
を
話

し
合
い
ま
す
。　

本
年
度
は
、
令
和
８
年
３
月
11
日
、
栃
木
県
日
光
市
の
水
研

機
構
日
光
庁
舎
お
さ
か
な
情
報
館
セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
、
全
内
か
ら
は
中
奥
龍
也
専
務
理
事

と
遠
藤
祐
二
日
光
支
所
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
調
査
研
究
報
告
で
は
、
水
研
機
構
か
ら
令
和
７

年
度
湯
ノ
湖
・
湯
川
調
査
報
告
と
し
て
、
25
年
間
に
わ
た
る
継

続
的
な
釣
魚
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
取
り
ま
と
め
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
研
究
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、全
内
か
ら
令
和
７
年
度
湯
ノ
湖
・
湯
川
研
究

協
力
業
務
実
施
報
告
書
に
つ
い
て
報
告
し
、
環
境
省
日
光
国
立

公
園
事
務
所
か
ら
は
湯
川
の
特
定
外
来
生
物
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

駆
除
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。主
な
質
疑
で
は
、湯
川
を

愛
す
る
釣
り
人
の
会
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
終
了
し
て
も
釣

り
は
出
来
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
全
内
の
釣
り
場
運
営
に

つ
い
て
は
従
来
通
り
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
調
査
研
究
計
画
で
は
、
水
研
機
構
か
ら
今
後
の

湯
ノ
湖
に
お
け
る
調
査
や
ヒ
メ
マ
ス
等
の
放
流
に
つ
い
て
、
全

内
か
ら
令
和
８
年
度
の
釣
魚
料
金
の
改
定
等
に
つ
い
て
、
環
境

省
日
光
国
立
公
園
事
務
所
か
ら
今
後
の
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
駆
除

計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
、
全
て
提
案
ど
お
り
了

承
さ
れ
ま
し
た
。主
な
質
疑
で
は
、湯
川
を
愛
す
る
釣
り
人
の
会

か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
木
道
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
日
光
国
立
公
園
事
務
所
か
ら
完
全
復
旧
に
は
ま
だ

２
～
３
年
か
か
る
見
込
な
の
で
、
う
回
路
を
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

湯
ノ
湖
・
湯
川
調
査
研
究
推
進
協
議
会
規
約
改
正
に
つ
い

て
、令
和
８
年
度
か
ら
の
水
研
機
構
の
部
門
名
変
更（
環
境
・
応

用
部
門
→
環
境
・
基
盤
部
門
）
に
伴
う
改
正
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

情
報
提
供
で
は
、
水
研
機
構
か
ら
海
上
保
安
庁
特
殊
救
難
隊

に
よ
る
湯
ノ
湖
に
お
け
る
冬
季
訓
練
等
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
大

学
か
ら
日
光
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
活
動
に
つ
い
て
、
株
式

会
社
テ
ク
ノ
ア
ー
ツ
か
ら
湯
ノ
湖
に
お
け
る
懸
濁
化
に
よ
る
コ

カ
ナ
ダ
モ
繁
殖
抑
制
試
験（
岡
山
大
学
と
の
共
同
研
究
）に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。主
な
質
疑
で
は
、全
内
か
ら

懸
濁
化
に
よ
る
コ
カ
ナ
ダ
モ
繁
殖
抑
制
試
験
に
つ
い
て
、
釣
り

場
運
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

解
禁
に
向
け
て

水
研
機
構
と
協
力
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
釣
魚
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
令
和
７
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
釣
り
人
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。全
内
で
は
、
引
き
続
き
水
研
機
構
の
調
査
研
究
に

協
力
し
つ
つ
、
湯
ノ
湖
・
湯
川
の
釣
り
場
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

湯
ノ
湖
と
湯
川
の
釣
り
場
解
禁
を
令
和
８
年
５
月
１
日

（
金
）に
控
え
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。釣
魚
期
間
は
、
５
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
の
５
ヶ
月
間
で
す
。

な
お
、
令
和
８
年
度
か
ら
釣
魚
料
金
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
本
会
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日光支所から日光支所から

【本　所】
専務理事	 中奥  龍也
経理課兼総務課
　　　　課長	 三栖　誠司・・・・経理業務、総務全般、補助事業全般
経理課　課長補佐	 三森　由貴子・・・経理業務
総務課　課長補佐	 山口　紫布・・・・機関誌・広報、アユ種苗配付事業
　　　　雇員	 鎗田　弥生・・・・総務、委託事業（水産多面的）
業務課　課長	 岩下　　誠・・・・補助事業（みんなでやるぞ内水面）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 委託事業（水産多面的）
　　　　課長補佐	 師田　彰子・・・・補助事業（長期研修支援事業）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 委託事業（カワウ・外来魚、アユ）
　　　　調査役	 森　　竜也・・・・新規採用

【日光支所】
日光支所長	 遠藤　祐二・・・・釣場管理業務、支所総務全般
職員	 橋爪　歩美・・・・釣場管理業務、経理業務
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